
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2 ス トロングの男性用職業興味検査(改訂版)
領 域 項 目数 項 冒
(2)教 科 121手工芸(十4) 19文学(-4)









注)①選択肢は,領域 6,7をのぞき,いずれ も ｢好 き｣｢無関心｣｢嫌い｣の 3選択肢で,各選択
肢は,選択の比率の性差に応 じて重味づけられる.さらに項 目に表中( )内数倍が重味づけら










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































答すると,Mfスコアは(0)となり男性志向,"ちが う"と回答 す るとMfスコアは(+1)とな








表 4 三つの 1次元 MFテス トの比較


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6 ゴウ ･- イル ブ ランの ACL-SRS
女 性 向 き
形容詞の例












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































男 らしさ ･女 らしさか ら両性具有- (渡透恵子)
表 7 べムの BSRI






































強いパ ーソナ リテ ィ
スタン ドプ レーを好む
冒険に挑む
(Bem,S.L.,1974)
(sex･typed
)
'
小
さ
い
場
合
を
非
性
別
タ
イ
プ
(n
onIsex
･
(6
)
typed
)
す
な
わ
ち
両
性
具
有
タ
イ
プ
(a
ロdr｡gyn｡u
s
)と
定
義
し
た
｡
そ
し
て
'
ベ
ム
は
､
両
性
具
有
タ
イ
プ
が
他
の
タ
イ
プ
に
-
ら
べ
'
よ
り
｢
心
理
的
健
康
(psych｡-｡gi
ca-h邑
th)｣
状
態
に
あ
る
と
し
た
｡
こ
の
よ
う
に
'
べ
ム
は
約
三
十
年
間
続
い
て
き
た
1
次
元
M
F
テ
ス
I
か
ら
脱
却
し
二
次
元
M
F
テ
ス
I
を
は
じ
め
て
開
発
し
'
各
次
元
の
理
論
的
考
察
を
行
い
男
ら
し
さ
･
女
ら
し
さ
の
挽
作
的
定
義
か
ら
脱
却
し
'
し
か
も
両
性
具
有
を
操
作
的
に
も
定
義
し
た
業
績
に
よ
り
'
学
(7
)
界
で
旦
尚
-
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
も
っ
と
も
べ
ム
に
よ
る
両
性
具
有
の
操
作
的
定
義
で
は
'
M
お
よ
び
F
得
点
が
と
も
に
高
-
て
も
'
ま
た
'
と
も
に
低
-
て
も
両
性
具
有
と
505
判
定
さ
れ
る
.
の
ち
に
'
こ
の
点
は
ス
ペ
ン
ス
ら
に
批
判
さ
れ
'
べ
ム
も
こ
の
批
判
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
(Spence,J
･
T
･
e
t
a
l
･,1975
;
B
e
m
.S.L
.,)977
)
.
べ
ム
の
B
s
R
I
に
続
い
て
'
翌
一
九
七
五
年
に
ス
ペ
ン
ス
ら
に
よ
り
｢個
人
的
属
性
質
問
紙
(PersonatAtributesQuesti
onaire･I
P
A
Q
)
｣
が
作
成
さ
れ
た
(Sp
enceL
･
T
･
,
H
e
t
m
reich,R
･&
Stap
p
)
J
･,)975,
197∞)｡
p
A
Q
は
'
各
々
独
立
の
M
ス
ケ
ー
ル
'
F
ス
ケ
ー
ル
'
M
F
ス
ケ
ー
ル
の
三
下
位
尺
度
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
｡
M
ス
ケ
ー
ル
と
F
ス
ケ
ー
ル
は
'
両
性
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
評
価
さ
れ
る
が
'
1
万
の
性
で
典
型
的
で
あ
る
形
容
詞
(前
者
は
二
三
'
後
者
は
一
八
)
か
ら
成
り
'
M
F
ス
ケ
ー
ル
は
､
両
性
で
社
会
的
望
ま
し
さ
の
評
価
が
逆
転
し
て
い
る
形
容
詞
一
四
か
ら
成
る
｡
ス
ペ
ン
ス
ら
は
'
三
年
後
に
各
ス
ケ
ー
ル
八
項
目
か
ら
成
る
簡
略
版
を
作
成
し
た
(表
8
)
｡
こ
こ
で
'
ス
ペ
ン
ス
ら
は
'
べ
ム
が
基
盤
と
し
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
ら
に
よ
る
｢
道
具
的
-
表
出
的
｣
原
理
に
加
え
'
べ
-
カ
ン
に
ょ
る
｢
行
為
的
(a
gentic)-
共
有
的
(C.m
m
una
t)｣
原
理
か
ら
'
M
ス
ケ
ー
ル
を
道
具
的
･
行
為
的
次
元
'
F
ス
ケ
ー
ル
を
表
出
的
･
共
有
的
次
元
'
M
F
ス
ケ
ー
ル
を
こ
れ
ら
の
混
合
次
元
と
し
た
(B
ak
a
n
)D
･,
)966
)
.
さ
ら
に
'
両
性
具
有
の
挽
作
的
定
義
に
お
い
て
も
'
ス
ペ
ン
ス
ら
は
'
べ
ム
批
判
に
た
ち
'
M
お
よ
び
F
得
点
と
も
に
男
女
合
計
の
メ
デ
ィ
ア
ン
よ
り
高
い
場
合
の
み
両
性
具
有
と
し
'
い
ず
れ
も
メ
デ
ィ
ア
ン
よ
り
低
い
場
合
を
ク
ロ
ス
･
セ
ッ
ク
ス
な
い
し
未
分
化
と
区
別
し
た
｡
そ
し
て
'
べ
-
カ
ン
の
理
論
に
し
た
が
い
'
両
性
具
有
を
'
変
貌
す
る
社
会
に
お
い
て
も
っ
と
も
柔
軟
に
適
応
で
き
'
人
間
と
し
て
望
ま
し
い
あ
り
方
と
積
極
的
に
評
価
し
た
｡
こ
の
よ
う
に
'
ス
ペ
ン
ス
ら
は
'
両
性
具
有
ス
ケ
ー
ル
と
も
い
う
べ
き
M
F
ス
ケ
ー
ル
を
含
む
M
F
三
次
元
尺
度
の
作
成
を
試
み
た
が
'
M
F
ス
ケ
ー
ル
は
M
ス
ケ
ー
ル
と
正
相
関
'
F
ス
ケ
ー
ル
と
逆
相
関
す
る
結
果
と
な
り
､
成
功
せ
ず
'
実
質
は
二
次
元
M
F
テ
ス
-
に
終
わ
っ
た
｡
さ
ら
に
翌
一
九
七
六
年
に
は
'
バ
ウ
コ
ム
が
'
ゴ
ウ
ら
の
C
P
I
の
全
項
目
の
性
差
分
析
に
基
づ
き
'
｢
C
P
I
-
M
F
ス
ケ
ー
ル
(c
p
Z･M
ascutine
F
em
ine
Scates)｣
を
作
成
し
た
(B
au
c
.m
)D
･
H
･1
976
)
｡
す
な
わ
ち
'
男
性
の
回
答
率
が
七
〇
%
以
上
で
女
性
が
一
〇
%
以
下
の
項
目
五
四
か
ら
成
る
M
ス
ケ
ー
ル
と
そ
の
逆
傾
向
の
項
目
四
二
か
ら
成
る
F
ス
ケ
ー
ル
の
二
つ
の
下
位
尺
度
を
も
つ
二
次
元
M
F
テ
ス
I
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
バ
ウ
コ
ム
は
'
両
性
具
有
の
操
作
的
定
義
(得
点
の
高
低
の
分
割
基
準
)
に
'
ス
ペ
ン
ス
ら
の
よ
506
An
ii
BR
載
中
海
J
i
JAU
iト
十
卜
･t
ikJ旺
ニ
'b
ii
'
BR
載
中
点
吋
忌
腫
哲
境
目
査
e
1
′
壁
蚊
境
目
査
e
1
G､壁
心
EE
ニ
i
'0
匹
皆
露
出
′
1
鴬
1R
言
h
lト
T(
-
㌣
鳴
rO
<
U
J
一
言
h
軸
監
獄
J
i
J
く
十
ミ
''rl
I卜
,t
策
′
り
忌
ikJ11喜
1R
B
(
壇
小
村
克
中
言
T(
心
-
ミ
(11<
腎
皿
)
J
J
h
T(
心
-
i
(川
く
野
皿
)
ii
宙
.k
J
i
'
(H
e
ilb
ru
n
,A
･
B
･,
19
76
)
0
り
e
yu
ニ
′
く
十
1-r
'ru
卜
八
雲
′
僅
単
輔
庫
e
壁
斐
富
根
堀
ii
'
rr(
A4
醤
材
軸
粁
嘩
竹
中
′
(M
+
F
)
-
tM
-
F
i
4
)
二
.〔
蚕
居
ik)聖
二
i
'0
11鴬
1R
TL
史
BZ
層
ik)EE
二
束
策
心
′
僅
単
輔
庫
e
二
･B
聖
1
嘉
1R
lト
r(
-
e
露
程
ikJ露
穂
i
JJ
J
二
八か
O
o
表
8
ス
ベ
ン
ス
ら
の
P
A
Q
(簡
略
版
)
M
ス
ケ
ー
ル
の
項
目
(恥庸禦聖)-匝唖封慢心量mn心瀬･仙]心EE
F
ス
ケ
ー
ル
の
項
目
M
F
ス
ケ
ー
ル
の
項
目
2
依
頼
心
が
非
常
に
強
tヽ
6
非
常
に
受
身
で
あ
る
10
競
争
心
が
全
く
な
い
⑯
決
断
を
簡
単
に
下
せ
る
1
7
非
常
に
簡
単
に
あ
き
ら
め
る
1
9
全
く
自
信
が
な
い
2
0
強
い
劣
等
意
識
を
持
っ
て
い
る
2
4
圧
力
に
屈
す
る
-
依
頼
心
が
な
い
-
非
常
に
能
動
的
で
あ
る
一
非
常
に
競
争
心
が
あ
る
-
決
断
を
下
す
の
に
困
難
を
伴
う
一
簡
単
に
は
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
一
非
常
に
自
信
が
あ
る
一
非
常
に
優
越
感
を
持
っ
て
い
る
-
圧
力
に
よ
く
耐
え
る
3
全
く
感
情
的
で
な
い
一
非
常
に
感
情
的
で
あ
る
7
献
身
的
に
な
る
こ
と
が
全
く
で
き
な
い
8
非
常
に
荒
っ
ぽ
い
9
人
の
た
め
に
自
分
を
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
1
2
全
く
親
切
で
な
い
15
全
く
人
の
気
持
ち
に
心
を
配
ら
な
い
2
1
他
人
を
全
く
理
解
し
な
い
2
2
他
人
と
の
関
係
に
お
い
て
非
常
に
冷
た
い
-
お
お
い
に
献
身
的
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
一
非
常
に
お
と
な
し
い
一
人
の
た
め
に
自
分
を
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
一
非
常
に
親
切
で
あ
る
一
非
常
に
人
の
気
持
ち
に
心
を
配
る
一
個
人
を
非
常
に
理
解
す
る
一
他
人
と
の
関
係
に
お
い
て
非
常
に
温
か
い
1
全
く
積
極
的
で
な
い
4
非
常
に
従
順
で
あ
る
⑤
重
大
な
危
機
に
で
も
全
く
興
奮
し
な
い
1
1
非
常
に
家
庭
志
向
的
で
あ
る
⑲
自
分
の
や
っ
た
こ
と
を
他
人
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
に
無
関
心
で
あ
る
⑭
全
く
傷
つ
か
な
い
⑯
決
し
て
泣
か
な
い
㊨
安
ノ 心
を
棉の必
かど
らん
何とLヽ
一
非
常
に
積
極
的
で
あ
る
-
非
常
に
支
配
的
で
あ
る
-
重
大
な
危
機
に
非
常
に
興
奮
す
る
-
非
常
に
社
会
志
向
的
で
あ
る
一
日
分
の
や
っ
た
こ
と
を
他
人
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
一
非
常
に
傷
つ
き
や
す
もヽ
-
す
ぐ
泣
く
にはな
めをし
た証と
る保安
安
ノrj
何
ら
に非す
めをと
た証要
る保必
得の-
をか強
注
)
①
5
段
階
評
定
(0
-
4
点
)
.
㊤
表
中
番
号
は
項
目
番
号
.
③
項
目
番
号
を
丸
で
囲
ん
で
あ
る
も
の
は
,
他
の
項
目
と
採
点
方
向
が
逆
.
(S
p
en
c
e,J.
T
.,et
a
1.,
1
9
7
8
;
東
･小
倉
,
19
8
4
よ
り
作
成
)
両
性
具
有
と
は
じ
め
て
名
づ
け
ら
れ
た
テ
ス
-
は
､
ベ
ル
ジ
ン
ら
に
よ
る
｢
両
性
具
有
テ
ス
-
(A
n
d
rogy
n
y
Scates
‥A
N
D
R
O
)
｣
で
あ
る
(B
erg
in
sL
,
)
.
)W
e
t
ing)M
,A
.
&
W
et
er)R
.E
.,)978)
｡
こ
の
テ
ス
-
は
'
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
よ
る
｢
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
･
リ
サ
ー
チ
･
フ
ォ
ー
ム
(Pers.na
tity
R
eseach
F
orm
:
P
R
Y
)｣
の
全
項
目
の
各
性
に
と
っ
て
の
社
会
的
望
ま
し
さ
の
評
価
の
性
差
分
析
に
基
づ
㌔
独
立
次
元
の
M
ス
ケ
ー
ル
(二
九
項
目
)
'
F
ス
ケ
ー
ル
(二
七
項
目
)
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
｡
こ
こ
で
'
M
ス
ケ
ー
ル
は
｢
支
配
的
-
道
具
的
｣
次
元
'
F
ス
ケ
ー
ル
は
｢
養
育
的
-
表
出
的
｣
次
元
と
概
念
定
義
さ
れ
､
両
性
具
有
は
'
ス
ペ
ン
ス
ら
と
同
様
に
'
二
次
元
の
メ
デ
ィ
ア
ン
分
割
に
よ
る
四
タ
イ
プ
の
ひ
と
つ
(M
お
よ
び
F
得
点
が
メ
デ
ィ
ア
ン
以
上
)
と
挽
作
的
に
定
義
さ
れ
る
｡
ス
ペ
ン
ス
ら
と
異
な
る
の
は
､
両
得
点
と
も
に
低
い
タ
イ
プ
を
'
未
決
定
(iロdeterm
inated
)
と
名
づ
け
た
点
で
あ
る
｡
以
上
述
べ
て
き
た
'
一
九
七
〇
年
代
の
べ
ム
に
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
主
な
二
次
元
M
F
テ
ス
I
の
特
徴
を
'
表
9
に
示
す
｡
こ
れ
ら
の
テ
ス
-
に
共
通
し
て
い
る
第
一
は
'
M
ス
ケ
ー
ル
と
F
ス
ケ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
次
元
と
し
た
単
極
二
次
元
M
F
テ
ス
-
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
約
三
十
年
続
い
た
1
次
元
M
F
テ
ス
-
か
ら
二
次
元
M
F
テ
ス
I
へ
の
先
鞭
を
つ
け
た
ベ
ム
の
研
究
が
学
会
で
高
-
評
価
さ
れ
た
の
も
当
然
で
あ
る
｡
第
二
に
'
バ
ウ
コ
ム
の
研
究
を
の
ぞ
き
'
班
お
よ
び
F
ス
ケ
ー
ル
の
理
論
的
概
念
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
.
そ
の
さ
い
､
パ
ー
ソ
ン
ズ
･
ベ
ー
ル
ズ
や
べ
イ
カ
ン
の
理
論
が
援
用
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
点
で
も
'
約
三
十
年
続
い
た
男
ら
し
さ
･
女
ら
し
さ
の
統
計
的
概
念
克
服
の
先
鞭
を
つ
け
た
べ
ム
の
研
究
は
高
-
評
価
さ
れ
る
｡
第
三
に
'
両
性
具
有
の
概
念
を
､
生
物
学
的
概
念
か
ら
解
放
し
心
理
学
的
概
念
と
し
て
挽
作
的
に
も
定
義
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
テ
ス
I
で
両
性
具
有
と
判
定
さ
れ
る
タ
イ
プ
は
'
既
存
の
一
次
元
M
F
テ
ス
-
で
は
'
ゼ
ロ
点
(中
央
の
値
)
近
-
な
り
､
男
ら
し
-
も
女
ら
し
-
も
な
い
と
問
題
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
｡
ま
た
､
非
男
性
的
男
性
は
'
即
女
性
的
で
あ
り
､
望
ま
し
い
男
性
基
準
か
ら
の
逸
脱
者
･
問
題
あ
り
(女
性
は
そ
の
道
)
と
判
定
さ
れ
た
｡
こ
れ
に
対
し
'
と
く
に
ス
ペ
ン
ス
ら
の
研
究
以
降
､
両
性
具
有
は
む
し
ろ
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
間
ら
し
い
生
き
方
と
し
て
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
｡
.
し
た
が
っ
て
'
両
性
具
有
を
心
理
学
的
に
概
念
化
す
508
(申開響聖)-特種単慢心量mJ心載･mq心耶
表
9
5
つ
の
2
次
元
M
F
テ
ス
ト
の
比
較
B
S
R
Ⅰ
P
A
Q
A
C
L
-SR
C
P
ト
M
F
A
N
D
R
O
占
em
(19
74
)
S
p
en
ce
et
a
l.(1975
)
H
eilb
ru
n
(1976
)
B
a
u
co
m
(1976
)
B
erzin
et
a
l.(1978
)
テ
ス
ト
の
次
F
〉
〟
-
-
)A
(A
-
/M
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l
元
と
両
性
具
有
の
定
義
(分
割
基
準
')
未
分
化
(署
奈
鐸
持
竺
)
l
l
l
l
I.
:
>M
l
l
l
一
l
l
l
l
I
l
l
l
I
t
一
一
l
l
(性
別
分
布
の
%
)
Il未
決
定
(J竪
琴
謂
望
)
M
理
論
F
(項
目
数
).
M
F
道
具
的
(2
0
)
道
具
的
.表
出
的
(2
3
)
道
具
的
(2
8
)
麿
管
概
念
(
'(5442
',
支
配
的
.道
具
的
(29
)
表
出
的
(2
0
)
表
出
的
.共
有
的
(18
)
表
出
的
(26
)
養
育
的
.表
出
的
(2
7
)
混
合
(14
)
項
目
抽
出
の
社
会
的
望
ま
し
さ
の
社
会
的
望
ま
し
さ
の
父
と
同
一
視
す
る
男
子
と
-
回
答
比
率
の
性
差
社
会
的
望
ま
し
さ
の
.評
価
の
性
差
_
評
価
の
性
差
母
と
同
一
視
す
る
女
子
の
回
答
比
率
差
("M
■瑚
描
三
吉緋
)
評
価
の
性
差
項
目
の
タ
イ
プ
形
容
詞
(肯
定
的
)
形
容
詞
(肯
定
的
)
形
容
詞
(肯
定
的
⊥
否
定
的
)
r叙
述
文
(行
動
)
叙
述
文
(性
役
割
行
動
)
回
答
形
式
7
段
階
評
定
4
段
階
評
定
-:
.
y
eS
O
r
n
O
tru
e
o
r
fa
lse
tru
e
o
r
fa
lse
る
契
機
を
つ
-
っ
た
点
で
は
'
べ
ム
が
高
-
評
価
さ
れ
る
も
の
の
'
そ
の
具
体
的
な
挽
作
的
定
義
と
そ
の
積
極
的
評
価
の
先
靴
を
つ
け
た
点
で
は
'
む
し
ろ
ス
ペ
ン
ス
ら
の
方
が
高
-
評
価
さ
れ
よ
.う
｡
も
っ
と
も
両
性
具
有
の
操
作
的
定
義
で
は
､
べ
ム
･
ハ
イ
ル
ブ
ラ
ン
の
よ
う
に
両
性
具
有
を
一
次
元
尺
度
で
測
定
し
ょ
う
と
す
る
方
式
と
,
ス
ペ
ン
ス
ら
に
始
ま
っ
た
M
お
よ
び
F
尺
度
を
用
い
た
四
分
剖
な
い
し
六
分
剖
方
式
と
が
あ
る
｡
い
ず
れ
の
方
式
に
お
い
て
も
､
研
究
者
に
よ
り
具
体
的
手
続
き
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
｡
ま
た
,
項
目
抽
出
の
基
準
で
も
'
社
会
的
望
ま
し
さ
の
評
価
の
性
差
を
基
準
と
す
る
べ
ム
他
の
方
式
と
'
こ
れ
に
各
性
の
典
型
す
な
わ
ち
回
答
比
率
の
性
差
を
基
準
と
す
る
ス
ペ
ン
ス
他
の
方
式
と
あ
る
｡
さ
ら
に
,
項
目
の
タ
イ
プ
に
お
い
て
も
'
べ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
形
容
詞
を
用
い
る
タ
イ
プ
と
'
バ
ゥ
コ
ム
･
ベ
ル
ジ
ン
の
よ
う
に
叙
述
文
を
用
い
る
タ
イ
プ
と
あ
る
｡
前
者
は
'
肯
定
的
形
容
詞
の
み
用
い
る
テ
ス
I
と
'
肯
定
的
-
香
定
的
と
い
う
両
極
の
形
容
詞
を
用
い
る
テ
ス
I
が
あ
り
'
ま
た
何
段
階
の
評
定
と
す
る
か
に
も
違
い
が
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
,
一
九
七
〇
年
代
の
二
次
元
M
F
テ
ス
I
に
は
'
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
る
が
､
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
両
性
具
有
と
は
じ
め
て
名
づ
け
ら
れ
た
テ
ス
I
は
'
ベ
ル
ジ
ン
ら
に
よ
る
A
N
D
R
O
テ
ス
I
で
あ
る
｡
こ
の
テ
ス
I
を
'
ク
ッ
ク
は
｢
『
第
二
世
代
の
』
両
性
具
有
測
定
具
｣
の
開
発
と
き
わ
め
て
高
-
評
価
し
て
い
る
(Cook,E
･P･,1985
,
p
･
43
)
｡
し
か
し
､
表
9
を
見
る
限
り
'
テ
ス
ト
名
以
外
格
別
新
し
い
テ
ス
ト
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
点
は
な
い
.
こ
の
こ
と
は
'
す
で
に
述
べ
て
き
た
1
次
元
M
F
テ
ス
ト
開
発
以
降
の
経
過
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
｡
と
も
か
く
,
一
九
七
〇
年
代
は
'
約
三
十
年
間
評
価
さ
れ
て
き
た
一
次
元
M
F
テ
ス
I
か
ら
二
次
元
M
F
テ
ス
ト
へ
､
す
な
わ
ち
'
男
ヽ
ヽ
ら
し
さ
対
女
ら
し
さ
の
両
極
一
次
元
の
概
念
か
ら
男
ら
し
さ
と
女
ら
し
さ
そ
し
て
両
性
具
有
の
概
念
へ
と
脱
却
･
発
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
｡
510
男らしさ･女らしさから両性具有- (波速恵子)
四
両
性
具
有
研
究
の
発
展
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
'
べ
ム
の
B
s
R
I
の
開
発
は
､
両
性
具
有
と
い
う
生
物
医
学
的
概
念
を
心
理
学
的
に
概
念
化
す
る
契
機
と
な
り
二
九
七
〇
年
代
に
は
続
々
と
両
性
具
有
を
測
定
す
る
テ
ス
-
が
開
発
さ
れ
た
｡
そ
れ
を
機
に
'
測
定
方
法
の
み
な
ら
ず
両
性
具
有
の
概
念
や
理
論
の
研
究
が
'
と
-
に
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
ま
ず
'
方
法
論
的
に
は
'
項
目
抽
出
の
基
準
に
'
社
会
的
望
ま
し
さ
(S｡Cia-desirabi-ity
)
の
評
定
の
性
差
を
用
い
る
か
(べ
ム
他
)
､
一
次
元
M
F
テ
ス
-
以
降
の
回
答
比
率
の
性
差
を
用
い
る
か
(バ
ウ
コ
ム
他
)
と
い
う
問
題
が
あ
る
｡
前
者
の
場
合
'
と
く
に
社
会
的
に
望
ま
(8
)
し
い
項
目
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
た
テ
ス
-
(B
S
R
I
､
P
A
Q
他
)
で
は
､
黙
認
傾
向
(a
cquiescence)
が
関
与
し
'
両
性
具
有
の
傾
向
が
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
(B
SR
t
･
M
itlim
e
t,C
･
R
･
&
V
.ta)R･
P
･,)979).
後
者
の
場
合
'
回
答
比
率
の
性
差
を
分
析
す
る
項
目
母
集
団
が
十
分
概
念
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
限
り
'
そ
の
テ
ス
-
に
よ
り
測
定
さ
れ
る
も
の
は
統
計
的
概
念
の
域
を
脱
却
で
き
な
い
｡
既
存
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
･
テ
ス
-
項
目
を
母
集
団
項
目
と
す
る
バ
ウ
コ
ム
の
M
F
テ
ス
I
は
'
こ
の
点
問
題
が
あ
ろ
う
｡
ま
た
'
M
お
よ
び
F
ス
ケ
ー
ル
の
一
次
元
性
が
'
十
分
実
証
ず
み
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
(例
B
SR
Z
.･G
aud
r
eau.P
.
.L977
他
)
｡
テ
ス
ト
理
論
に
お
い
て
'
一
次
元
性
の
実
証
は
'
因
子
分
析
に
よ
る
こ
と
が
多
い
が
'
因
子
分
析
の
結
果
は
､
分
析
に
用
い
た
項
目
や
サ
ン
プ
ル
に
左
右
さ
れ
る
｡
と
-
に
男
ら
し
さ
･
女
ら
し
さ
の
よ
う
に
'
文
化
･
社
会
･
時
代
に
よ
り
変
化
す
る
概
念
を
測
定
す
る
テ
ス
-
の
一
次
元
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
'
議
論
は
十
分
で
な
い
｡
さ
ら
に
'
M
お
よ
び
F
ス
ケ
ー
ル
の
独
立
性
に
つ
い
て
も
､
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(C
o
k,E
.
P
.
.)985
)
｡
M
お
よ
び
F
ス
ケ
ー
ル
が
完
全
に
独
立
で
あ
る
な
ら
ば
相
関
係
数
は
ゼ
ロ
も
し
-
は
統
計
的
検
定
に
よ
り
無
相
関
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
,
各
テ
ス
ト
の
両
ス
ケ
ー
ル
の
相
関
係
数
は
､
男
女
こ
み
で
-
.
34･1.
O9'
男
女
別
に
は
男
子
の
方
が
女
子
よ
り
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
.
M
お
511
よ
･び
F
ス
ケ
ー
ル
に
お
け
る
回
答
の
一
貫
性
が
'
全
般
に
男
子
の
方
が
女
子
よ
り
高
い
た
め
で
も
あ
ろ
う
｡
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
性
差
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
の
議
論
は
ま
だ
推
測
の
域
を
脱
し
て
は
い
な
い
｡
つ
ぎ
に
'
両
性
具
有
の
概
念
に
つ
い
て
は
､
三
つ
の
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
て
い
る
｡
そ
の
第
一
は
､
各
テ
ス
ー
問
の
相
関
分
析
に
ょ
る
構
成
概
念
妥
当
性
(C.n
st
ruc
t
v
atidity)の
検
討
で
あ
る
.
も
し
各
テ
ス
-
の
M
も
し
-
は
F
ス
ケ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
も
の
を
測
定
し
て
い
る
な
ら
ば
､
M
も
し
-
は
F
ス
ケ
ー
ル
同
士
の
相
関
は
完
全
な
正
の
相
関
(土
･〇)も
し
-
は
統
計
的
に
有
意
な
正
の
相
関
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
し
か
し
'
そ
の
相
関
の
メ
デ
ィ
ア
ン
は
'
M
ス
ケ
ー
ル
で
.65'
F
ス
ケ
ー
ル
で
･53
で
あ
り
､
性
別
で
は
全
般
に
女
子
の
方
が
相
関
が
低
い
(C.
k)E
･P･,)985)
.
各
テ
ス
I
の
M
お
よ
び
F
ス
ケ
ー
ル
は
､
同
l
の
内
容
を
測
定
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
｡
と
く
に
'
異
な
る
項
目
形
式
(形
容
詞
か
叙
述
文
か
)
や
内
容
の
テ
ス
-
間
で
相
関
が
低
-
な
る
傾
向
が
あ
る
(例
B
S
R
II
F
と
C
PTF
の
相
関
は
女
子
で
.16)
｡
し
た
が
っ
て
､
両
ス
ケ
ー
ル
の
得
点
結
果
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
両
性
具
有
の
タ
イ
プ
と
そ
の
概
念
は
'
現
段
階
で
は
同
一
の
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
個
人
の
性
別
タ
イ
プ
､
両
性
具
有
タ
イ
プ
'
未
分
化
(ま
た
は
未
決
定
)
タ
イ
プ
の
判
別
結
果
の
分
析
と
い
う
第
二
の
検
討
か
ら
も
い
え
る
｡
両
性
具
有
タ
イ
プ
と
判
定
さ
れ
た
男
子
は
'
P
A
Q
に
よ
る
場
合
が
も
っ
と
も
多
-
二
九
%
'
B
S
R
I
が
も
っ
と
(9
)
も
少
な
く
二
一
%
'
女
子
は
C
P
I
で
三
三
%
､
A
N
D
R
O
で
二
〇
%
と
'
男
子
で
八
%
'
女
子
で
二
二
%
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
差
異
は
'
タ
イ
プ
の
判
定
基
準
が
異
な
る
か
ら
で
も
あ
る
(表
9
)
｡
い
ず
れ
の
基
準
が
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
論
争
は
続
い
て
お
り
'
結
論
は
出
て
い
な
い
｡
概
念
的
検
討
の
第
三
は
'
両
性
具
有
が
人
間
と
し
て
望
ま
し
い
存
在
様
式
で
あ
り
'
変
貌
す
る
社
会
で
よ
り
適
応
的
で
あ
る
と
い
う
積
(10
)
極
的
解
釈
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
検
討
の
ひ
と
つ
に
'
職
業
上
の
成
功
や
職
歴
パ
タ
ン
､
結
婚
生
活
へ
の
満
足
度
や
役
割
分
担
パ
タ
ン
'
対
人
関
係
や
課
題
解
決
場
面
に
お
け
る
柔
軟
性
'
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
･
テ
ス
-
を
用
い
て
の
不
安
や
心
理
的
適
応
な
ど
に
お
け
る
両
性
具
有
の
概
念
の
妥
当
性
検
討
が
あ
る
｡
も
う
ひ
と
つ
は
'
臨
床
的
事
例
研
究
に
基
づ
-
検
討
で
あ
る
｡
と
-
に
1
九
八
〇
年
代
に
入 ヽ
512
男らしさ･女らしさから両性具有- (渡透恵子)
り
'
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
ど
'
い
わ
ば
不
適
応
事
例
の
治
療
研
究
の
な
か
で
'
性
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
｡
こ
れ
ら
概
念
的
検
討
に
お
い
て
'
基
本
的
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
'
両
性
具
有
の
概
念
が
'
男
性
･
女
性
と
い
う
生
物
学
的
性
の
区
別
(l
)
と
'
男
ら
し
さ
･
女
ら
し
さ
と
い
う
心
理
学
的
性
の
区
別
を
出
発
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
｡
心
理
学
的
性
差
は
'
生
物
学
的
性
差
と
社
会
(12
)
的
に
つ
-
ら
れ
た
性
差
の
結
果
で
あ
り
'
現
象
的
性
差
に
は
か
な
ら
な
い
｡
現
象
的
性
差
は
'
生
物
学
的
性
差
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
性
差
研
究
は
､
い
ま
だ
そ
こ
に
至
っ
て
は
い
な
い
｡
変
貌
す
る
社
会
に
お
い
て
'
横
断
的
研
究
や
縦
断
的
研
究
､
コ
ホ
1
-
分
析
(世
代
間
分
析
)
'
さ
ら
に
比
較
文
化
的
研
究
に
よ
り
'
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
'
両
性
具
有
の
概
念
も
よ
り
明
確
に
な
ろ
1
つ
0
ト
レイ
ト
最
後
に
､
理
論
的
検
討
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
-
｡
第
一
は
､
一
次
元
M
F
テ
ス
-
以
来
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性
論
で
あ
る
｡
ス
ベ
ン
ス
ら
は
'
こ
の
見
解
に
立
ち
'
両
性
具
有
を
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
一
特
性
と
み
な
す
｡
特
性
論
は
､
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
･
テ
ス
-
に
よ
り
客
観
的
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
'
人
間
理
解
の
基
本
的
立
場
が
要
素
主
義
的
･
静
的
で
あ
る
と
批
判
も
さ
れ
て
き
て
い
る
.
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
･
テ
ス
-
項
目
の
性
差
分
析
に
基
づ
-
M
F
テ
ス
-
･
ス
ケ
ー
ル
は
'
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
･
テ
ス
-
の
他
の
下
位
尺
度
に
-
ら
べ
'
多
領
域
の
興
味
･
行
動
･
態
度
な
ど
が
含
ま
れ
'
よ
り
統
計
的
･
要
素
主
義
的
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
｡
第
二
に
は
､
こ
れ
と
対
照
的
に
人
間
を
全
体
的
･
動
的
に
理
解
し
ょ
う
と
す
る
臨
床
心
理
学
に
お
け
る
理
論
が
あ
る
｡
そ
の
代
表
は
'
ユ
ン
グ
に
よ
る
ア
ニ
マ
･
ア
ニ
ム
ス
論
で
あ
ろ
う
(参
照
'
河
合
隼
雄
'
一
九
六
七
'
『
ユ
ン
グ
心
理
学
入
門
』
培
風
館
)
｡
臨
床
心
理
学
的
理
論
は
'
ク
ラ
イ
エソ
ト
来
談
者
の
相
談
･
治
療
過
程
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
'
そ
の
普
遍
性
に
お
い
て
相
対
的
に
客
観
性
に
欠
け
る
事
実
は
香
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
｡
第
三
に
は
､
性
役
割
獲
得
に
関
す
る
諸
発
達
理
論
す
な
わ
ち
フ
ロ
イ
ー
に
よ
る
精
神
分
析
の
理
論
､
コ
ー
ル
バ
ー
グ
に
よ
る
認
知
発
達
理
論
'
バ
ン
デ
ュ
ー
ラ
に
よ
る
社
会
的
学
習
理
論
'
エ
リ
ク
ソ
ン
に
よ
る
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
生
涯
発
達
理
論
な
ど
が
あ
る
(参
照
'
渡
513
適
恵
子
'
一
九
八
四
)
.
こ
れ
ら
の
理
論
で
は
'
生
物
学
的
性
別
に
よ
る
性
役
割
の
獲
得
が
前
提
さ
れ
て
お
り
､
そ
の
獲
得
の
｢
失
敗
｣
(両
性
具
有
も
含
ま
れ
る
)
は
'
逸
脱
な
い
し
問
題
あ
り
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
｡
ま
た
'
エ
-
ク
ソ
ン
の
理
論
を
の
ぞ
き
'
幼
児
期
の
発
達
に
限
定
さ
れ
て
い
る
｡
一
次
元
的
男
ら
し
さ
･
女
ら
し
さ
の
発
達
理
論
は
'
幼
児
期
か
ら
出
発
し
た
が
'
両
性
具
有
概
念
の
導
入
は
､
成
人
期
か
ら
出
発
し
た
｡
筆
者
は
'
わ
が
国
の
生
涯
に
わ
た
る
性
役
割
獲
得
過
程
の
モ
デ
ル
を
提
唱
し
'
男
性
の
そ
れ
を
直
線
型
､
女
性
の
そ
れ
を
葛
藤
型
と
名
づ
け
た
(波
速
恵
子
'
一
九
八
四
)
｡
こ
の
モ
デ
ル
に
両
性
具
有
の
概
念
を
導
入
す
る
な
ら
ば
､
男
性
は
伝
統
的
男
性
性
役
割
を
直
線
的
に
獲
得
し
て
い
-
の
に
対
し
'
女
性
は
幼
児
期
か
ら
両
性
具
有
的
性
役
割
を
獲
得
し
て
い
く
と
も
い
え
る
｡
現
在
な
お
こ
-
し
た
パ
タ
ン
が
根
強
い
と
は
い
え
'
自
己
の
性
の
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
'
そ
の
パ
タ
ン
の
転
換
も
し
-
は
崩
壊
の
兆
し
も
う
か
が
わ
れ
る
(渡
通
恵
子
'
一
九
八
九
)
｡
第
四
に
'
両
性
具
有
研
究
か
ら
派
生
し
た
べ
ム
の
性
別
認
知
ス
キ
ー
マ
理
論
(gender
schem
a
theoly
)
が
あ
る
(B
em
)S
.L
･,
198
1a)0
ベ
ム
は
'
知
覚
や
決
定
に
お
け
る
伝
統
的
な
性
に
よ
る
区
別
に
基
づ
-
認
知
様
式
を
'
性
別
認
知
ス
キ
ー
マ
と
名
づ
け
'
両
性
具
有
タ
イ
プ
の
認
知
は
'
そ
う
で
な
い
タ
イ
プ
よ
り
'
性
に
よ
る
区
別
か
ら
自
由
で
あ
り
解
放
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
｡
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
'
両
性
具
有
の
研
究
は
'
と
-
に
一
九
七
〇
年
代
の
テ
ス
-
開
発
に
と
も
な
い
'
テ
ス
-
内
'
テ
ス
-
問
､
他
種
テ
ス
-
間
の
分
析
'
さ
ら
に
両
性
具
有
の
概
念
や
理
論
の
検
討
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
0
514
お
わ
り
に
本
稿
で
は
'
米
国
に
お
け
る
男
ら
し
さ
･
女
ら
し
さ
そ
し
て
両
性
具
有
の
心
理
学
的
測
定
研
究
の
歴
史
的
動
向
を
た
ど
っ
た
｡
と
り
あ
げ
た
研
究
が
す
べ
て
で
は
な
-
'
テ
ス
-
作
成
を
試
み
た
主
な
研
究
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
.
一
九
三
〇
年
代
に
始
ま
る
1
次
元
M
F
テ
ス
-
を
や
や
詳
し
-
と
り
あ
げ
た
の
は
､
当
時
の
発
想
が
今
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡
男らしさ･女らしさから両性具有- (渡通恵子)
歴
史
的
動
向
を
た
ど
る
と
､
一
次
元
M
F
テ
ス
-
の
開
発
か
ら
二
次
元
M
F
テ
ス
-
の
開
発
ま
で
'
す
な
わ
ち
二
次
元
的
な
男
ら
し
さ
-
女
ら
し
さ
の
概
念
か
ら
両
性
具
有
の
概
念
へ
と
発
展
す
る
ま
で
､
約
三
十
年
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
｡
心
理
学
的
測
定
は
'
個
々
人
の
反
応
を
基
礎
に
し
て
い
る
か
ら
'
男
女
平
等
の
思
想
が
日
本
よ
り
は
る
か
に
進
ん
で
い
る
米
国
に
お
い
て
す
ら
,
そ
の
思
想
が
個
人
の
心
理
に
及
ぶ
の
に
は
年
月
が
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
.
そ
も
そ
も
男
ら
し
さ
･
女
ら
し
さ
･
両
性
具
有
は
,
個
人
の
生
活
の
性
役
割
分
担
す
な
わ
ち
仕
事
･
家
事
･
育
児
･
介
護
の
分
担
に
関
わ
る
社
会
的
期
待
や
そ
の
認
知
'
そ
れ
に
応
じ
た
態
度
や
行
動
,
さ
ら
に
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
含
ん
だ
心
理
学
的
概
念
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
男
女
平
等
の
思
想
が
､
社
会
的
レ
ベ
ル
の
主
義
主
張
や
行
動
に
と
ど
ま
ら
ず
'
個
人
レ
ベ
ル
の
生
活
様
式
や
心
理
に
及
ば
な
い
限
り
'
両
性
具
有
の
測
定
は
可
能
と
な
ら
な
い
｡
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
,
M
F
テ
ス
ー
が
l
次
元
か
ら
二
次
元
へ
と
発
展
す
る
の
に
三
十
年
か
か
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
｡
両
性
具
有
の
測
定
法
'
概
念
'
理
論
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
'
今
な
お
十
分
精
練
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
こ
と
は
,
本
稿
で
述
べ
た
｡
両
性
具
有
的
存
在
様
式
が
､
社
会
的
･
個
人
的
レ
ベ
ル
で
浸
透
し
確
立
さ
れ
る
に
と
も
な
い
精
練
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
な
お
'
本
稿
で
は
'
わ
が
国
に
お
け
る
研
究
動
向
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
の
で
'
稿
を
改
め
て
と
り
あ
げ
た
い
｡
(
1
)
本
稿
で
は
'
M
as邑
i邑
y
を
男
ら
し
さ
'
F
e
m
iロinity
を
女
ら
し
さ
と
い
う
語
で
統
一
す
る
｡
ほ
か
に
男
性
度
･
男
性
性
,
女
性
度
･
女
性
性
と
い
っ
た
語
や
'
こ
れ
ら
の
概
念
を
さ
し
性
度
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
村
中
兼
松
に
よ
れ
ば
'
性
度
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
の
は
,
松
井
三
雄
に
よ
る
一
九
三
三
年
の
論
文
か
ら
で
あ
る
(村
中
兼
松
二
九
七
四
)
0
(2
)
M
F
テ
ス
ト
を
'
性
度
検
査
と
訳
し
た
の
は
二
九
五
四
年
の
南
条
正
明
の
論
文
で
あ
る
(村
中
兼
松
,
完
七
四
)
0
(
3
)
｢男
性
性
倒
錯
者
が
質
問
紙
に
対
し
て
率
直
に
回
答
す
れ
ば
'
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
M
-
尺
度
の
T
得
点
(最
終
得
点
)
が
高
-
な
る
｡
し
か
し
,
M
f
尺
度
で
高
得
点
を
得
た
か
ら
と
い
っ
て
'
同
性
愛
を
実
行
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
｡
‥
-
･(略
)
女
性
の
高
得
点
に
関
し
て
は
,
男
性
の
よ
う
な
性
的
倒
錯
の
臨
床
例
は
十
分
に
見
出
さ
れ
て
い
な
い
｣
(日
本
M
M
P
I
研
究
会
編
'
一
九
六
九
'
二
三
-
二
四
頁
)
･
(4
)
渡
連
恵
子
'
完
八
三
'
｢知
能
の
遺
伝
-
環
望
翠
｣
『神
奈
川
大
学
心
理
･
教
育
研
究
論
集
』
盲
､
五
〇
-
六
四
頁
｡
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(5
)
マ
ッ
コ
ビ
イ
ら
に
よ
る
｢性
差
の
起
源
｣
に
対
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
が
批
判
し
た
の
も
､
一
九
七
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
(B
to
c
k
,J
.
H
.,
1
9
7
3
)
.
(6
)
a
n
d
r
ogyno
u
s,
a
n
d
r
ogyny
と
い
う
語
は
'
ギ
リ
シ
ア
語
の
｢男
の
(a
n
d
lO･)
｣
と
｢女
の
(･g
yno
us
)
｣
を
連
結
さ
せ
た
も
の
で
'
も
と
は
男
女
両
性
具
有
'
両
性
奇
形
(半
男
半
女
'
と
-
に
女
性
偽
半
陰
陽
)
を
さ
す
生
物
･
医
学
的
用
語
で
あ
っ
た
｡
近
年
'
日
本
の
心
理
学
で
は
'
(心
理
的
)
両
性
具
有
(
の
)
'
男
女
両
性
具
有
(的
)
'
両
性
(的
)
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
(7
)
べ
ム
は
'
こ
の
業
績
に
よ
り
一
九
七
六
年
米
国
心
理
学
会
(A
P
A
)
よ
り
若
手
研
究
者
に
与
え
ら
れ
る
賞
を
獲
得
し
た
｡
(8
)
黙
認
傾
向
と
は
'
社
会
的
に
望
ま
し
い
項
目
に
は
｢
は
い
｣
と
回
答
し
が
ち
な
傾
向
を
さ
す
｡
(9
)
性
別
タ
イ
プ
の
判
定
で
は
'
さ
ら
に
-
い
違
い
は
大
き
く
M
ス
ケ
ー
ル
で
は
男
子
最
大
二
七
%
'
F
ス
ケ
ー
ル
で
は
女
子
最
大
二
八
%
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
｡
(
10
)
た
と
え
ば
'
べ
-
カ
ン
は
'
｢
人
格
の
成
熟
(person
a
-
m
aturity
)
｣
'
べ
ム
は
｢
心
理
的
健
康
(p
sy
cb
O
-
ogica-bea
-th
)
｣
'
ブ
ロ
ッ
ク
は
｢
行
為
性
と
共
有
性
の
均
衡
の
成
功
(su
ccessfu-
ba-aロCiロg
Of
ageロ
Cy
and
com
m
u
ロ
io
ロ
)
｣
と
表
現
し
て
い
る
｡
(
1
)
M
お
よ
び
F
ス
ケ
ー
ル
は
い
う
ま
で
も
な
-
､
し
ま
よ
う
こ
に
よ
れ
ば
'
ユ
ン
グ
の
理
論
も
ま
た
｢男
性
主
導
型
思
考
｣
に
限
界
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(し
ま
よ
う
こ
､
一
九
八
五
'
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
-
･
サ
イ
コ
ロ
ジ
イ
』
垣
内
出
版
)
0
(12
)
男
は
仕
事
'
女
は
家
事
･
育
児
と
い
う
性
別
役
割
分
担
パ
タ
ン
は
､
産
業
構
造
の
変
質
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
近
代
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
｡
現
在
で
も
､
西
欧
的
近
代
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
国
々
で
は
'
こ
う
し
た
性
別
役
割
分
担
の
分
化
が
進
行
し
'
か
え
っ
て
女
性
の
地
位
の
低
下
を
ま
ね
-
危
快
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
(L
ep
w
osk
y
,M
.,)985
)
0
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